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気仙沼 NN 通信 

 
「気仙沼 NN 通信」は，気仙沼地方振興事務所農業農村整備部の広報広聴活動の一環として，主に気仙沼管内の

農業農村整備事業に関連する活動を広くお知らせするものです。掲載内容についてお問い合せなどありましたら，

お気軽に当部（換地･用地チーム）まで御連絡ください。 

 

【 農地海岸災害復旧工事 ： 「 船 尻 地 区 」 の 完 成 】 

 

 

    

 

 

 

                        

 

 

【 農地海岸災害復旧工事 ： 「 登 米 沢 地 区 」 の 完 成 】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当事務所では，管内 19 海岸で農地海岸災

害復旧工事を進めており，このうち気仙沼市

唐桑町内「船尻地区」の堤防復旧が，平成 29
年 12 月，完成しました。「ケーブルクレーン

（索道）」という，農業土木分野での使用は

極めて珍しい資材運搬施設を効果的に活用し

たことで，狭隘かつ急峻な現場条件にもかか

わらず，十分な安全性を確保しながら短期間

かつ経済的な施工を実現しました。 
当現場は，平成 23 年東北地方太平洋沖地

震災害で被災後，さらに平成 25 年及び平成

28 年の波浪でも被災しており，早急な復旧が

必要とされていました。 

平成 30 年 3 月，気仙沼市本吉町内「登米

沢地区」における堤防復旧が完成しました。

これにより，管内 19 海岸全ての農地海岸災

害復旧工事が完了となりました。 
同地区は，堤防背後が断崖状の地形で通常

の掘削機械で届かない切土施工について「高

所法面掘削機」を使用。法面（のりめん）が

急傾斜な上に東日本大震災により崩落して危

険な状況であったことから，無人の高所法面

掘削機を崖上の重機 2 台をアンカーとしてワ

イヤーロープで吊して遠隔操作で掘削を進め

ました。本工法の採用により，堤防嵩上げ工

事を短期間かつ経済的な上に、十分な安全性

を確保しながら進めることが出来ました。 高所法面掘削機による切土施工 

施工前 

船尻地区の全景（完成後） 
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【 気 仙 沼 市 赤 岩 地 区 へ の 住 民 活 動 支 援 事 業 】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【 自 治 法 派 遣 職 員 へ の 感 謝 状 贈 呈 式 】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

当事務所では，気仙沼市赤岩地区における

中山間地域問題について，地域住民の方々と

その解決・対策の実現に向けてさまざま取り

組んでまいりました。今年度は，2 回のワー

クショップを皮切りに「草刈りデモンストレ

ーション」や（先進地視察による）「意見交

換会」などを開催しましたが，3 月 14 日，こ

れら活動を取りまとめた成果発表会を開催し

ました。 
成果発表会では，今年度の活動内容及びそ

の成果について総括しつつ，今後に向けての

話し合いが行われました。地域住民側からも

改めて支援事業の要望などが示され，来年度

も引き続き「草刈り隊」活動のための支援体

制の確立や効率的な草刈り機械の導入などに

ついて検討していくことになりました。 
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3 月 27 日，自治法派遣職員への感謝状贈呈

式が気仙沼合同庁舎内で行われました。当部

では，平成 29 年度，新潟・埼玉・宮崎・鹿児

島４県から計 9 名の応援をいただいており，

このうち帰県される 5 名の方々に感謝状が贈

呈されました。 
ある応援職員は「復旧・復興の一助になり

たい一心で職務に励んできた。帰県しても宮

城県への愛情及び皆様との関係を大切に，今

後も応援していきたい」と語っていました。  
平成 30 年度も引き続き，応援職員の方々

とともに頑張ります！宜しくお願いします！ 

感謝状贈呈 

記念写真 

ワークショップの様子 

草刈りデモンストレーション 

JA 山形中央会との意見交換会 


